
 

                  

 

 

 

「徳山ダムの弾力的な運用（試行）」について 

～川の流れに変化を与え河川環境をより改善する取り組み～ 

 

中部地方整備局及び水資源機構中部支社では、徳山ダムより４月２３日１２時か 

ら３０時間程度、最大毎秒５０m3（約２０時間）の増量放流を行い、河川環境の更

なる改善を図る試みを実施します。 

この間、水位が一時的に上昇するため、沿川の皆様に看板・チラシでお知らせし

安全を呼びかけるとともに、中部電力をはじめ関係機関との連携・協力により実施

します。 

 

この取り組みは、徳山ダムの管理移行後、河川維持流量を確保し瀬切れの解

消などを図ってきたことに加え、徳山ダムから増量放流し川の流れに変動を与

え、動植物などの生息の場や水質など河川環境の状況を把握し、今後の河川環

境の更なる改善を図るための試みとして行うものであります。 

  

平成 20 年度より学識経験者等の意見を聴きながら試行の計画をまとめ、昨

年度の夏場に初めて徳山ダムより２０時間（最大毎秒５０m3、１０時間）実

施したところであります。今年度は低水流量の頃（今回、８月、９月下旬頃）

と小規模な出水時における試行を予定しており、実施の際はホームページへ

の掲載を予定しています。 

 

※徳山ダムから放流する２３日と２４日の１２時～１７時の間は、高低差約１６０ 

ｍを水が流れ落ちる波紋状の模様も見られます。 

 ※気象状況等により中止する場合は、２２日１４時以降に「徳山ダム管理所ホ 

ームページ http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/」に掲載します。 

 

□徳山ダムからの放流について 

期 間：平成２６年４月２３日（水）１２時～２４日（木）１８時 

放流量：毎秒 50m3～100m3 程度（河川維持流量や下流の用水補給含む） 

水位が上昇する期間（見込み）：２３日～２５日 

調 査：水温、濁度、付着藻類の剥離状況等 

 

説 明 会: 報道関係の皆様を対象に今回の取り組みの説明会を行います。 

会場の関係等から事前登録を４月２２日１５時迄にお願いします。 

配 布 先：中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ、三重県政記者クラブ 

問い合わせ： 

国土交通省中部地方整備局河川部 河川環境課長 筒井保博（TEL052-953-8151） 

独立行政法人水資源機構中部支社 ダム事業課長 江部徹也（TEL052-231-9631） 

平成２６年４月１１日

国土交通省中部地方整備局

独立行政法人水資源機構中部支社



 

 



 

 


